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Ⅰ　学校法人の概要Ⅰ　学校法人の概要Ⅰ　学校法人の概要Ⅰ　学校法人の概要

（１）建学の精神

女子を 人として教育する

女性として教育する

国民として教育する

（２）沿革

1957（S32年）  3月 学校法人小田原女子学院設立　

1957（S32年）  4月 小田原女子学院短期大学家政学科設置

1958（S33年）  4月 栄養士養成施設として指定

1960（S35年） 11月 小田原女子学院短期大学を小田原女子短期大学に改称

1969（S44年）  4月 小田原女子短期大学附属保育専門学校設置　保母養成校として指定

1971（S46年）  1月 附属保育専門学校　幼稚園教諭養成機関として指定

1972（S47年）  4月 小田原女子短期大学幼児教育学科設置

1978（S53年）  2月 学校法人小田原女子学院を学校法人小田原女子短期大学に改称

1979（S54年）  5月 小田原女子短期大学附属保育専門学校を小田原女子短期大学附属保育

学院に改称

1987（S62年）  3月 小田原女子短期大学附属保育学院を廃止

2005（H17年）  3月 栄養教諭二種免許状授与の課程認定（家政学科）

2006（H18年）  4月 小田原女子短期大学既設両学科の入学定員及び名称変更（家政学科

100名を食物栄養学科60名に、幼児教育学科100名を保育学科140名に）

2014（H26年）  4月 学校法人三幸学園と合併（存続法人は学校法人三幸学園）

小田原女子短期大学を小田原短期大学に改称

保育学科に通信教育課程を設置

（３）設置学校

小田原短期大学※1 ※1　平成２６年４月小田原女子短期大学より校名変更

食物栄養学科

保育学科

保育学科通信教育課程※2 ※2　平成２６年４月１日開設

（４）役員に関する情報　

（平成25年5月1日現在）

計

役員

評 議 員

人　数

理　事

2 名

区　　分

監　事

10 名

25 名

8 名



１　大学の教育研究上の目的

（１）目的 （寄附行為より抜粋）

（目的）

第３条　この法人は、私立学校法、教育基本法及び学校教育法に従い、私立学校を設置し

学校教育を行い、広く社会で自立・活躍できる人材を育成することを目的とする。

２　この法人は、その収益を学校の経営に充てるため、次に掲げる収益事業を行う。

（１）小田原市子育て支援センターの指定管理者としての請負業

（２）収容定員

２　教育研究上の基本組織

３　教育組織、教員の数、各教員が有する学位及び業績

（１）教員組織 （平成２５年５月１日現在）

Ⅱ　事業の概要Ⅱ　事業の概要Ⅱ　事業の概要Ⅱ　事業の概要

学長 小沼肇（教授）

大学名 学科・課程・専攻等

小田原短期大学
食物栄養学科

保育学科

小田原短期大学

入学定員 収容定員

200名 400名

（２）専任教員数

・専任教員の数 （平成２５年５月１日現在）

３名

１名

14

助
教

３名

吉田眞理（教授）

２名

８名

３名

食物栄養学科

保育学科

学科長

教授

准教授

助手

助教

学科長

教授

准教授

助教

中村弘行（教授）

学長 小沼肇（教授）

３名

計

専任教員数
設置基準で定
める教員数

〔イ〕

短期大学全体の入学
定員に応じて定める
専任教員数〔ロ〕

設置基準で定
める教授数教

授

准
教
授

講
師

5 3 5 ‐ 21 9

学科名

食物栄養学科

保育学科

（小計）

〔その他の組織〕

短期大学全体の入学
定員に応じて定める
専任教員数〔ロ〕

8 11 0

0 0 0

0

3 8 0 10 ‐ 3

合計

‐ ‐ ‐ ‐ ‐

4 23

0 0

8 11 0 4 23

3

8

‐ 4 2

19

15 ‐ 6

‐ ‐ ‐



・専任教員の構成 （平成２５年５月１日現在）

（３）教員の学位と業績

・専任教員の学位保有状況 （平成２５年５月１日現在）

４　入学者に関する受け入れ方針、入学者の数、在学する学生の数、卒業または修了したものの
数、就職者数その他進学及び就職等の状況

（１）アドミッションポリシー

1. 大学生活を通して社会で自立・活躍できる知識・技能を身につけようとする目的意識を有

し、意欲的に学ぼうとする姿勢を有している人。

2. 幅広く教養を身につけ人間として成長したいという意欲をもっている人。

3. 社会の出来事や状況に関心がある人。

4. 自分の考えを文章や口頭で他者にわかりやすく伝えられる能力をもっている人。

（食物栄養学科）

1. 自らの健康に関心をもち、生活習慣病など食と健康の関係について学びたいという問題意

60歳以上 計

男　性 0 1 0 1 4 6

29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳

17

計 0 4 4 9 6 23

女　性 0 3 4 8 2

計

博　士 0 0 0 1 2 3

29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上

0

計 0 4 4 9 6 23

その他 0 0 0 0 0

1短期大学士 0 0 0 0 1

13

学　士 0 0 1 3 2 6

修　士 0 4 3 5 1

1. 自らの健康に関心をもち、生活習慣病など食と健康の関係について学びたいという問題意

識をもっている人。

2. 食や健康に関心があり、栄養士、栄養教諭になりたいと考えている人。

3. 家庭科の食分野に興味を持った人。

（保育学科）

1. 子どもの発達や関わり方に興味・関心がある人。

2. 子どもや保護者などの支援をするために幼稚園教諭や保育士になりたいと考えている人。

（２）教育目的と求める人物像

教 育 目 標

・自他ともに敬い愛する人として教育する

・豊かな知性と感性溢れる人として教育する

・健やかな家庭　社会を担う人として教育する

（３）入学者数、在籍者数 （平成２５年５月１日現在）

（４）卒業後の進路

203

189

392

143

134

277

60

55

115

小田原短期大学
学年

１年

２年

計

保育学科 食物栄養学科



・食物栄養学科

・保育学科

５　学修の成果に係る評価、卒業または修了の認定にあたっての基準

就職者数 33 35 42 51 47

専門職への就職率 87.1% 88.6% 97.1% 90.9% 94.2%

専門職への就職者数 115 93 100 100 113

就職者数 121 95 101 110 120

就職希望者数 132 105 103 110 120

就職率 91.7% 90.5% 98.1% 100.0% 100.0%

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

卒業生数 138 109 106 117 130

59.5% 65.1% 69.2% 80.0%

84.6% 94.6% 97.7% 98.1% 94.0%

科目ごとの
修得単位数学部・

研究科等
修業
年限

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

44 45 53 55 52

39 37 43 52 50

24 22 28 36 40

61.5%

教養 専門

62
単位
以上 8

単位
以上 40

単位
以上

卒業生数

就職希望者数

専門職への就職率

就職率

専門職への就職者数

必要修得
単位数

単位
以上 48

単位
以上

２年

２年

取得可能な学
位及び専攻名

称

短期大学士
（家政学）

短期大学士
（保育学）

大学等

小田原
短期大学

食物栄養学科

保育学科 62
単位
以上 14

６　授業科目、授業の方法及び内容、年間の授業計画

（１）開設授業科目

小田原短期大学「学則」より

http://www.odawara.ac.jp/about/disclosure/index.html

（２）授業計画（シラバス）

小田原短期大学「シラバス」より

http://www.odawara.ac.jp/about/disclosure/index.html

（３）取得できる免許・資格

・栄養士免許

・栄養教諭二種免許

・健康管理士一般指導者（日本成人病予防協会）

・認定栄養士（全国栄養士養成施設協会）

・保育士

・幼稚園教諭二種免許

・児童厚生二級指導員

・社会福祉主事任用資格

・漢字能力検定

・医療事務検定

・ホームヘルパー２級　※平成２５年度まで

以上 48 以上２年
（保育学）

保育学科 62 以上 14

食物栄養学科

保育学科

学科共通



７　校地校舎等の施設及び設備、その他学生の教育研究環境

（１）キャンパス概要

校地面積：12,180.6㎡

校舎面積： 8,880.8㎡

・本館

4F 会議室（1）、屋上テラス

3F 大教室（1）、中教室（1）、小教室（2）、保育実習室、絵画工作室、絵画 準備室

2F 大教室（1）、中教室（1）、小教室（4）、小児保健実習室

1F 理事長・学長室、事務室、学科室（2）、教員控室、講師室、就職資料室（PC6台）、

応接室、印刷室、第１PC教室（54台）、保健室、会議室（2）

BF 調理実習室、調理準備室、食品加工実習室、理化学実験室（2）、試食室、集団給食室、

天秤室、理化学備品庫、更衣室

・東館

3F 図書館フロアー（全スペース）

2F 小教室（1）、音楽準備室、予備室（旧 被服室等）

1F リトミック室、音楽レッスン室（5）、ピアノレッスン室（6）

・南館

2F 大会議室（1）、演習室（1）、カウンセリング室

1F 第２PC教室(27台）、PCオープンルーム（9台）、ピアノレッスン室（9）、

学生自治会室、売店

・手塚誠記念館

2F ギャラリー

1F 体育館（兼 講堂）



BF 視聴覚ホール、学生食堂、学生ホール、体育準備室、 更衣・シャワー室

・研究棟

4F 教員研究室（12）

3F 教員研究室（11）、視聴覚教材準備室

2F 課外活動クラブ部室（8）、学内諸団体室等（4）

1F 共同実験研究室（食物栄養系）、演習室（保育系）、茶華道室

・小田原短期大学図書館

http://koueki.net/library/odatan/

（２）学生自治会及びクラブ活動

「学生自治会活動」

・小峰祭の企画、運営

・北条五代祭への参画

・エコキャップ活動

・食育給食の提供

・安心安全講座「女性に多い乳癌、子宮癌の予防について」「消費者教育」など

「クラブ活動・同好会」

・バレーボール部

・バスケットボール部

・バドミントン部

・スキー・スノーボード部

・ダンス部

・卓球部

・児童文化部

・料理部

・工作部・工作部

・茶道部

・バンド部

・音楽部（pit's）

・ブラスバンド部

・合唱部

・タグラグビー同好会

・演劇同好会

８　授業料、入学金その他の大学が徴収する費用

（学費等）

510,000 1,020,000

40,000 - - 0

50,000 0 50,000 0 0 0

900,000 510,000 1,410,000 510,000合計

その他

自治会費

後援会費

計

後期 合計 前期 後期 合計

120,000 120,000 240,000

15,000 15,000 30,000 15,000 15,000 30,000

120,000 120,000 240,000

850,000 510,000 1,360,000

入学金

授業料

施設設備費

学生所費

計

学費

食物栄養学科
１年次

510,000 510,000 1,020,000

10,000 - 10,000 - - 0

40,000 -

２年次

340,000 - 340,000 - - 0

375,000 375,000 750,000 375,000 375,000 750,000

前期



（卒業準備金）

９　学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援

（１）学習支援

・合格者セミナー

・入学前オリエンテーション

・新入生研修

・履修オリエンテーション

・卒業生研修

・保護者会

・カリキュラムマップ

0

授業料 385,000 385,000 770,000

計 860,000 520,000 1,380,000 520,000 520,000

自治会費 10,000 - 10,000 - 0

0

0

30,000

1,040,000

0

30,000 15,000 15,000

学費

入学金 340,000

520,000

- 340,000 -

-

-

-

240,000 120,000 120,000 240,000

-

120,000 120,000

2年次の後期学費納付期 全員卒業準備金

合計 910,000 520,000 1,430,000

後援会費 40,000 - 40,000

計 50,000 0 50,000

卒業記念パーティー、同窓会費　計22,000円

概要

520,000 1,040,000

納付時期 対象

0

15,000

費用

その他

学生所費 15,000

保育学科
１年次 ２年次

前期 後期 合計 前期 後期 合計

385,000 385,000 770,000

施設設備費

・カリキュラムマップ

・クラス担任制

（２）資格取得支援

・事務局による教育支援相談（履修相談支援、資格相談支援）

・漢字能力検定、医療事務検定、ホームヘルパー２級資格等の資格取得支援

（３）就職・進学支援

・キャリア支援センターによるキャリア支援（就職支援・求人開拓・進学支援）

・就職資料室

（４）健康支援

・学生支援センターによる健康支援

・校医との連携による定期的な健康指導

・消毒液の設置

（５）相談支援

・学生支援センターによる相談支援（学校生活支援、奨学金・育英金）

・カウンセリングルーム

・学生意見箱の設置

（６）その他

・所管警察署との連携（講演会の実施）



10　その他

（１）学則等

小田原短期大学「学則」より

http://www.odawara.ac.jp/about/disclosure/index.html

（２）社会貢献・連携活動

・おだたん食育村

本学で実施する地域貢献を目的とした、地産地消および食育の提供

・朝ドレファーミ

小田原市や農協、地元生産者と本学学生との交流を通じた商品開発

・マロニエ子育て支援センター

小田原市より運営委託している子育て支援センター、学生の学びの場にもなっている

・おだたんひろば

地域の0～2歳児の親子の遊び場を本学体育館にて実施し、本学ゼミナールが運営

・陽だまりサロン

未就園児親子のための交流の場を民生委員と教員・学生が協同実施

・保育セミナー

地域の保育者、子育て支援者向けの講座、高大連携事業にもなっている

・子育て支援フェスティバル

小田原市主催の親子イベントに本学教員が実行委員長として実施

・小田原・箱根元気フェスタ

商工会議所主催の地域住民交流の場に学生が子どもおもちゃ作り広場を出展

・北条五代祭り

小田原市観光協会主催の観光イベントに学生が姫役・侍女役、警備係の役割で参加

（３）教育力向上の取組活動

・学生による授業評価アンケート・学生による授業評価アンケート

・学生満足度調査の実施

・授業方法についての研究会及び研究授業

・教員相互の授業参観

・教職員研修会の開催（アクティブラーニング研修）

・新任教員のための研修会

・履修カルテ指導による学生の学習課題の把握



Ⅲ　財務の概要Ⅲ　財務の概要Ⅲ　財務の概要Ⅲ　財務の概要

（１）財務の概要

・計算書類について

「資金収支計算書」

当該会計年度に行った諸活動に対応するすべての収入及び支出の内容と、当該会計年度にお

ける支払資金の収入及び支出などの１年間の諸活動に伴う、資金の動きを明らかにしたもの。

この計算書により、学校法人のキャッシュフローの状況を把握することができる。

「消費収支計算書」

当該年度の消費収入及び消費支出の内容をあらわし、均衡状態を明らかにするもの。

企業会計における損益計算書に類似したもので、学校法人では収支の均衡の状態を示すこと

が目的となっている。

この計算書により、学校法人の財務の状況を把握することができる。

「貸借対照表」

当該年度末において、資産、負債、基本金及び収支差額を明らかにするもので、学校法人の

財政状態の健全性をあらわすもの。

・決算の概要について

収入については、平成２５年度学生数は３９２名と前年度比１１名の増加となり、学生生徒

納付金収入は前年度比１３，４５１千円（３％）の増加となった。

収入全体としては、資産運用収入が前年度比より減少したことから、前年度比１，４２５千

円（０．２％）の増加となった。

支出については、当該年度は保育学科通信教育課程の開設に係る費用があり、前年度と比較

し、主な支出増の要因となった。教育研究経費は前年度比２２，３０９千円（１８．６％）、

管理経費は前年度比２，３４２千円（３．４％）の増加となった。

支出全体としては、人件費が減少したことから、前年度比３，８５３千円（０．７％）の増

加となった。

学校法人の経営状況において、帰属収入は５９８，４１０千円。基本金組入額は５，２７４

千円となり、帰属収入から基本金組入額を控除した消費収入合計は５９３，１３６千円であ

った。一方、消費支出合計は５７８，２８７千円であり、消費収入から消費支出を差し引い

た当年度消費収入超過額は１４，８４８千円であった。

その結果、前年度繰越消費収入超過額を加えた翌年度繰越消費収入超過額は１４７，５９３

千円であった。

・施設設備の概要について

記念館地下トイレ照明器具一式 403,200

記念館地下分電盤配線改修 302,505

概要 費用 備考

記念館地下トイレ改修 4,394,250

記念館地下トイレ改修 4,200,000

建物

本館地下男子トイレ 2,164,575

研究棟４階男子トイレ 1,441,650

研究室照明器具取付×3 155,925

本館地階男子トイレ 1,472,100

研究棟３階女子トイレ 1,620,150

研究棟３階女子トイレ改修電気工事 238,350

研究棟４階男子トイレ改修電気工事 220,500

研究室分電盤/各室間配線回収 178,500

研究室(207.208.209)LAN工事 248,850

本館地階男子トイレ改修電気工事 276,150

玄関前装飾銘板 168,000



（２）収支計算書

（収入の部） （単位　円）

学生生徒等納付金収入

手数料収入

寄付金収入

補助金収入

資産運用収入

事業収入

雑収入

前受金収入

その他の収入

資金収入調整勘定

前年度繰越支払資金

収入の部 合 計

（支出の部）

人件費支出

教育研究経費支出

管理経費支出

施設関係支出

設備関係支出

資産運用支出

その他の支出

資金支出調整勘定

次年度繰越支払資金

支出の部 合 計

480,209,750 467,914,300 12,295,450

11,904,500 6,939,500 4,965,000

資金収支計算書
平成25年4月1日から平成26年3月31日まで

科目 予算 決算 差異

8,516,000 8,672,672 △ 156,672

145,000 875,249 △ 730,249

3,356,000 3,623,000 △ 267,000

65,103,000 67,173,600 △ 2,070,600

37,788,028 186,898,028 △ 149,110,000

△ 416,010,000 △ 251,034,571 △ 164,975,429

37,481,000 42,335,679 △ 4,854,679

256,900,000 188,025,930 68,874,070

科目 予算 決算 差異

364,368,000 368,697,586 △ 4,329,586

655,991,043 655,991,043 0

1,141,384,321 1,377,414,430 △ 236,030,109

15,820,000 21,280,875 △ 5,460,875

22,022,000 9,933,866 12,088,134

103,985,030 102,901,575 1,083,455

63,005,500 64,268,940 △ 1,263,440

△ 41,077,666 △ 76,313,458 35,235,792

568,780,408 839,099,028 △ 270,318,620

0 951,000 △ 951,000

44,481,049 46,595,018 △ 2,113,969

1,141,384,321 1,377,414,430 △ 236,030,109

建物
別館３階女子トイレ 2,016,210

別館４階男子トイレ 1,779,960

教育研究用
機器備品

カラープリンタ(富士ｾﾞﾛｯｸｽC4000d) 331,275

窒素分解装置電熱式 76,650

教員用ノートパソコン(TravelMate)×3 213,570

研究室エアコン取付×3 337,050

沐浴人形柔ｼﾘｰｽﾞ男女ペア3組 378,000

研究室両袖机×3 223,335

印刷機オルフィスX7250(理想科学工業) 2,842,560

その他の
機器備品

ベニヤ張吊看板(祝卒業祝入学) 90,300

アルミ複合板立看板(祝卒業祝入学) 79,800

ソフト
ウェア

スクールリーダー 743,400

スクールリーダー就職講座ｼｽﾃﾑ 147,000

図書
図書　１，４７０冊 3,824,764

視聴覚資料　４５点 646,162



（収入の部） （単位　円）

学生生徒等納付金

手数料

寄付金

補助金

資産運用収入

事業収入

雑収入

帰属 収入 合計

基本金組入額合計

消費収入の部合計

（支出の部）

人件費

教育研究経費

管理経費

資産 処分 差額

消費支出の部合計

当年度消費収入超過額

前年度繰越消費収入超過額

翌年度繰越消費収入超過額

（３）貸借対照表

（資産の部） （単位　円）

固定資産

    有形 固定 資産

    その他の固定資産

流動資産

資産の部合計

（負債の部）

固定負債

流動負債

負債の部合計

（基本金の部）

第１号　基本金

第４号　基本金

基本金の部合計

（消費収支差額の部）

翌年度繰越消費収入超過額

消費収支差額の部合計

480,209,750 467,914,300 12,295,450

11,904,500 6,939,500 4,965,000

消費収支計算書
平成25年4月1日から平成26年3月31日まで

科目 予算 決算 差異

8,516,000 8,672,672 △ 156,672

145,000 875,249 △ 730,249

3,656,000 4,143,902 △ 487,902

65,103,000 67,173,600 △ 2,070,600

△ 25,000,000 △ 5,274,132 △ 19,725,868

582,015,250 593,136,090 △ 11,120,840

37,481,000 42,690,999 △ 5,209,999

607,015,250 598,410,222 8,605,028

148,985,030 142,520,813 6,464,217

70,005,500 71,305,579 △ 1,300,079

科目 予算 決算 差異

358,000,000 361,886,529 △ 3,886,529

2,024,720 14,848,976 △ 12,824,256

132,744,690 132,744,690 0

3,000,000 2,574,193 425,807

579,990,530 578,287,114 1,703,416

2,151,606,614 2,318,387,421 △ 166,780,807

1,026,442,118 1,044,471,625 △ 18,029,507

134,769,410 147,593,666 △ 12,824,256

貸借対照表
平成26年3月31日

科目 本年度末 前年度末 増減

3,035,716,875 3,011,761,458 23,955,417

科目 本年度末 前年度末 増減

1,125,164,496 1,273,915,796 △ 148,751,300

884,110,261 693,374,037 190,736,224

467,691,458 463,859,149 3,832,309

科目 本年度末 前年度末 増減

190,749,502 195,783,959 △ 5,034,457

276,941,956 268,075,190 8,866,766

2,420,431,751 2,415,157,619 5,274,132

科目 本年度末 前年度末 増減

2,371,431,751 2,366,157,619 5,274,132

49,000,000 49,000,000 0

負債の部、基本金の部、及び消費
収支差額

3,035,716,875 3,011,761,458 23,955,417

147,593,666 132,744,690 14,848,976

147,593,666 132,744,690 14,848,976



（４）財産目録

（単位　円）

Ⅰ　資産総額 3,035,716,875

ⅰ　基本財産 1,027,332,518

ⅱ　運用財産 2,008,384,357

ⅲ　収益事業財産 3,049,113

Ⅱ　負債総額 467,691,458

ⅰ　固定負債 190,749,502

ⅱ　流動負債 276,941,956

Ⅲ　正味財産 2,568,025,417

（５）監事の監査報告書

財産目録
平成26年3月31日



監 査 報 告 書 

 

平成 ２６年 ５月 ２１日 

 

学校法人 三幸学園 

（被合併法人 学校法人小田原女子短期大学） 

 

理 事 会  御中 

評議員会  御中 

 

学校法人 三幸学園 

 

監 事   佐々木 修 

 

監 事    伯母 治之 

 

監 事    石川 淳子 

 

 

 

私たちは、私立学校法第３７条第３項及び学校法人三幸学園寄附行為第１７条の規定に基

づき、学校法人三幸学園の平成２５年度（平成２５年４月１日から平成２６年３月３１日ま

で）の業務並びに財産状況について監査した。 

私たちは監査に当たり、理事会及び評議員会に出席し、理事から業務の報告を聴取し、重

要な決裁書類等を閲覧するとともに、会計監査人と連携し、計算書類について検討するなど、

必要と思われる監査手続を実施した。 

監査の結果、学校法人三幸学園の業務に関する決定及び執行は適切であり、計算書類、す

なわち、資金収支計算書、消費収支計算書及び貸借対照表（固定資産明細表、借入金明細表

及び基本金明細を含む。）並びに財産目録は、会計帳簿の記載と合致し、その収支及び財産

の状況を正しく示しており、業務又は財産に関する不正の行為、または、法令もしくは寄附

行為に違反する重大な事実はないものと認める。 

以上 


